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「
伊
予
の
三
湯
」
の
一
つ
に
数

え
ら
れ
る
本
谷
温
泉
か
ら
、
さ
ら

に
大
明
神
川
沿
い
の
道
を
進
み
、

夜
討
ケ
窪
の
集
落
に
入
る
と
、
樹

高
約
16
㍍
・
幹
周
り
約
７
㍍
も
あ

る
山や

ま
が
し樫

の
老
木
が
、
木
立
ち
の
中

に
ひ
っ
そ
り
と
佇

た
た
ず

ん
で
い
ま
す
。

　

標
準
和
名
を
「
ア
ラ
カ
シ
」
と

い
う
一
般
的
に
自
生
し
て
い
る
種

で
す
が
、
こ
の
樫
は
そ
の
中
で
は

県
下
最
大
の
巨
木
で
す
。
数
百
年

の
歴
史
を
刻
ん
だ
主
幹
の
根
元
部

分
は
大
き
く
空
洞
化
し
支
柱
が
施

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
梢

こ
ず
え
で
は
枝
葉

が
力
強
く
繁
茂
し
て
い
ま
す
。

　

河
之
内
地
区
に
は
こ
の
山
樫
に

ま
つ
わ
る
伝
説
が
数
多
く
残
さ
れ

て
お
り
、
こ
の
木
の
根
元
に
祭
ら

れ
て
い
る
若
宮
が
戦
国
時
代
の
首

塚
だ
と
い
う
の
も
そ
の
一
つ
で
す
。

　

取
材
を
終
え
て
帰
ろ
う
と
し
た

時
、
幹
に
開
い
た
洞
の
奥
か
ら
這

い
出
た
冷
気
に
首
筋
を
撫
で
ら
れ

た
よ
う
な
気
が
し
て
振
り
返
り
ま

し
た
が
、
蝉せ

み

時
雨
の
な
か
夏
の
日

差
し
を
浴
び
た
山
樫
が
悠
然
と
そ

び
え
て
い
る
だ
け
で
し
た
。
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▲

主
幹
は
コ
ケ
に
覆
わ
れ
て
お
り
過
ぎ
た
時
間
の
長
さ
を
思
わ
せ
る

樹勢を維持しているのが不思議に思え
るほど、漆黒の広がる空洞は大きい

第
75
回　

 

夜  

討  

ケ  

窪  

の  

山  

樫

平成23年7月末日現在
住民基本台帳登録数 (  )内は前月比

人　口　114,346 人（＋81人）

　男　　  54,832 人 （＋33人）

　女　　  59,514 人 （＋48人）

世　帯　  48,407世帯（＋45世帯）

■市政だより
　0897ー53ー1500（常時）

■当番病医院
　0897ー58ー2200（常時）

■災害情報
　0897ー55ー5551（発生時）

　７月の終わりに、東北の被災地へ
視察に行きました。実際に自分の目
で見る津波の現場はすでにガレキが
片付けられているところも多く、何
もない街が広がっていました。　　
　ここで多くの人が笑って生活して
いたのだと思うと本当にいたたまれ
ない気持ちになりましたが、東北で
出会った方は想像以上に明るく元気
で、こちらが驚いてしまいました。
　自然の力の恐ろしさ、人間の強さ
を改めて感じました。震災から５カ
月が過ぎましたが、東北の復興を願
うばかりです。　　　　　　      (Ｒ)

撮
影：

十
亀
茂
樹

No.73　ツルシギ（旅鳥）
　全長32㎝、赤く長い脚とくちばしが特徴の中型のシギです。
春の渡り期に見られる夏羽では全身黒色に換羽します。よく似
たアカアシシギとは大きさ（全長28㎝）、くちばしの長さ、飛
翔時の翼の模様などで見分けられます。西条では、禎瑞・氷見
蛭子・高須の水田やハス田など淡水域の湿地に時々飛来します。


